
 この件はそれだけにして、次に、

図書館についてお伺いをいたしま

す。 

 先日、久しぶりに図書館に行って

びっくりしたことがあるんですけれ

ども、まず、その中で一番不思議だ

なと思ったのは、一方ではいわゆる

マイナンバーカードの受付があっ

て、一方では手書きのカードを書く

という、非常に不思議だなというふ

うに思いました。 

 理由は、マイナンバーカードを出

して受付をすれば確かに読み取りも

できるし、そういう設備も整ってい

ると思うんです。それは普通の病院

に行ってもそういうことができるわ

けですから、新居浜市の読み取りレ

コーダーだけは全然別なのかという

ような感覚を持ちました。これは感

想として、一応どう考えるかは当局

にお任せをしますが。 

 本市の文化政策や教育環境の充実

を考える上で、公共図書館の果たす

役割というのは非常に大きなものが

あります。市民にとって学びの拠点

であり、生涯教育の場であり、ま

た、子供たちにとって読書の楽しみ

を育むかけがえのない場所である図

書館の在り方は、地域の文化水準や

都市の魅力にも直結するものです。 

 古川市長は公約の中で、年間80万

人が訪れる人気図書館として知られ

るオーテピア高知図書館を紹介さ

れ、誰もが訪れたくなるような魅力

的な図書館を目指すこと、また、市

民がもっと利用しやすい環境を整え

ることを掲げておられます。実際

に、市長御自身がオーテピアを視察

され、図書館が単なる本を読む場所

にとどまらず、集客施設や交流の場

として大きな可能性を秘めているこ

とを実感されたとお話ししていま

す。 

 このたび、オーテピア高知図書館

のホームページには、2025年度の四

国内の公共図書館に関する概要と統

計資料が掲載されています。その資

料を基に、本市の図書館運営につい

て改めて考えるべき課題があると感

じ、幾つかの観点から質問させてい

ただきます。 

 まず、職員数についてでありま

す。 

 資料によりますと、本市の図書館

は分館を除くと15人となっていま

す。比較対象として、松山市立中央

図書館は65人、今治市立中央図書館

は20人、西条市立西条図書館は

25人、東温市立図書館は21人とされ

ています。運営形態や開館時間など

の違いがあるため、単純比較はでき

ないかもしれませんが、本市の職員

数はやや少ないのではないかと感じ

ます。新居浜市立図書館処務規程で

は、勤務時間は原則として8時30分

から17時15分までの甲勤務、そして

10時30分から19時15分までの乙勤務

で、職員は割り振りによるローテー

ションで勤務されています。 

 そこでお伺いします。 

 現在の職員数で本当に無理のない

ローテーション勤務体制が確保され

ているのか。職員に過度な時間外勤

務を強いているという状況はないの

か。さらに、今後の職員増員につい

てはどのようにお考えなのか、御所

見をお伺いします。 

 次に、専任職員、いわゆる正規職

員について伺います。 

 資料によれば、本市の図書館には

７人の正規職員が配置されており、

その内訳は、館長１人、副館長３

人、係長２人、専門員１人となって

います。しかし、ここで気になるの



は、若手職員がほとんど見られない

という点です。 

 図書館の継続的かつ安定的な運営

には、やはり若い職員の採用と育成

が欠かせません。ベテラン職員の知

見を継承しながら次代を担う新しい

人材を育てていくことこそが、将来

の図書館運営の土台となります。 

 そこで、本市における専門職員、

司書の採用について、ここ数年の実

績はどのようになっているのか。ま

た、今後、正規職員の新規採用や配

置について、どのように考えておら

れるのか、見解をお伺いします。 

 続いて、会計年度任用職員につい

てお尋ねします。 

 本市の図書館では、フルタイムの

会計年度任用職員が７人、パートタ

イムの会計年度任用職員が１人、計

８人が勤務しています。これは全体

の半数以上を占めており、図書館運

営の現場において極めて重要な役割

を果たしていると言わざるを得ませ

ん。 

 一般的に、会計年度任用職員は補

助的な業務を行うことが多いと理解

していますが、本市の図書館におい

ては、カウンターサービス、図書資

料の整理、本の装備、市民対応とい

った図書館運営の中核的な業務にも

従事されています。 

 私自身が図書館を見学した際に

も、その役割の大きさを強く実感し

ました。しかしながら、会計年度任

用職員の雇用は予算に左右される不

安定さを免れません。図書館運営に

おいて欠かせない存在であるにもか

かわらず、雇用の継続性が確保され

ていない現状は、職員本人にとって

も不安材料であり、組織運営上のリ

スクでもあります。 

 そこで、図書館における会計年度

任用職員の雇用継続について、現状

をどのように認識しているのか、さ

らに今後の改善策をどのように考え

ているのかお伺いします。 

 次に、蔵書数と図書購入予算につ

いてですが、本市の図書館の蔵書数

は32万308冊とされており、松山市

約55万冊、今治市約43万冊、西条市

約41万冊に次ぐ規模です。また、図

書購入予算については約1,647万円

で、松山市の約4,996万円、今治市

の約4,062万円に次ぐ第３位の規模

を確保しています。 

 図書資料は市民共有の宝であり、

新しい本を受け入れ続けることは、

図書館の生命線です。利用者に常に

新しい知識や情報を提供するために

は、予算の確保が欠かせません。市

民の利用をさらに促進するために

も、図書購入予算を今後も維持、強

化していく必要があると考えます

が、今後の予算獲得の方策につい

て、市の御所見をお伺いします。 

 次に、利用状況についてです。 

 本市の図書館の登録者数は７万

2,923人で、松山市の21万8,042人に

次いで第２位です。利用者数は10万

9,608人で、松山市、今治市に次い

で第３位、貸出冊数は53万7,311冊

で松山市に次ぐ第２位、予約・リク

エスト処理数は３万7,421件で、松

山市、今治市に次ぐ第３位と、県下

において上位の実績を誇っていま

す。こうした数字を見ると、本市の

図書館は一定の評価に値する利用状

況にあると言えます。 

 そこで伺います。 

 市民の利用をさらに増やすため

に、現在どのような取組を行ってい

るのか。また、今後、特に力を入れ

たい施策は何か。加えて利用実績に

ついて、市民全体の図書館利用が広



く定着していると見るのか、あるい

は特定の利用者層によるリピート利

用が多いと認識しているのか、その

点についてもお考えをお聞かせくだ

さい。 

 最後に、今後の図書館像と運営形

態についてお伺いします。 

 市長はこれまで図書館を、誰もが

訪れたくなる魅力的な空間とするた

めに、学習スペースの拡充、デジタ

ル化の推進、電子図書館サービスの

強化、市民交流の場づくりなど、多

様な可能性について言及されてきま

した。 

 具体的には、30年以上経過した現

施設の大規模改修時にレイアウトを

見直し、学習スペースを確保するこ

と、図書館ホールの有効活用、利用

者の利便性向上を図るための書かな

い窓口の導入や一層のデジタル化推

進、さらに電子図書館の利用促進、

地域企業や公民館、地域団体との連

携強化、外国人の利用者の拡大、文

化イベントの開催など、多様な取組

が考えられます。 

 しかしながら、これらを実行して

いくためには、人材と予算の確保が

不可欠です。市長は今後どのような

方策で人員と予算を確保し、市民ニ

ーズに応える魅力的な図書館を実現

していこうとされているのか、改め

てお伺いします。 

 あわせて、本市の文化施設、あか

がねミュージアムが指定管理者制度

を導入しているのを踏まえ、図書館

についても、今後、直営を続けてい

くのか、それとも指定管理者制度の

導入を検討しているのか、運営形態

の今後についても御所見をお伺いし

ます。 

 図書館は、市民にとって身近であ

りながら、未来を支える文化・教育

基盤でもあります。今回の質問を通

して、職員体制の充実、人材育成、

安定した運営、蔵書の充実、そして

利用者に愛され続ける仕掛けづくり

について、市の明快な方針を伺いた

いと思います。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。竹林教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（竹林栄一）

（登壇） 図書館についてお答えい

たします。 

 図書館の職員数についてでござい

ます。 

 別子銅山記念図書館では、現在

15人の職員で月曜日以外、祝日も含

めて週６日開館しております。勤務

日の調整や繁忙時期によっては、時

間外勤務もございますが、お互いに

負担軽減に努めながら、限られた職

員の中でローテーション勤務で対応

しております。今後の職員数につき

ましては、毎年実施しております業

務量調査の中で整理を行い、人事課

等と協議をしてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、専門職員の採用実績につい

てでございます。 

 正規職員の司書は、平成３年に３

人、平成４年に２人が採用され、現

在に至っております。郷土関係資料

をはじめ、蔵書資料のレファレンス

サービスは、知識の蓄積が非常に重

要であるため、適切な運営に合わせ

た司書の新規採用と育成について、

人事課と協議してまいりたいと考え

ております。 

 次に、会計年度任用職員について

でございます。 

 図書館の会計年度任用職員には、

司書の資格を持つ職員もおり、市民

のニーズに対応した図書館運営のた

めにも処遇の見直しを含め、引き続



き司書の資格を持つ会計年度任用職

員の雇用を継続するとともに、図書

館が安定的に運営できる職員構成に

つきましても、見直しを図ってまい

ります。 

 次に、蔵書購入の予算獲得方策に

つきましては、現行の図書購入予算

に加え、雑誌スポンサー制度や電子

図書への寄贈などにより、充実した

蔵書構成に努めてまいります。 

 次に、利用者を増やす取組につき

ましては、幅広い年代の方に来館い

ただけるよう、図書の貸出しだけで

なく、多種多様なイベントや講座、

企画展示等を開催しております。特

にボランティアの方と協力しなが

ら、絵本の読み聞かせや紙芝居、パ

ネルシアター等による定期的なおは

なし会を実施し、読書の楽しさを伝

え、本に親しむ環境づくりを進める

ことや絵本を手渡すブックスタート

事業により、乳幼児からの絵本を通

じた親子の触れ合いを応援しており

ます。 

 今後におきましても、子供の読書

活動の推進拠点として、子供たちが

本に出会い、読書を楽しめる場所と

して環境整備を行い、読書意欲を向

上させる活動を推進したいと考えて

おります。 

 利用実績につきましては、利用者

数は県内でも上位であり、市民の多

くの方に利用いただいております。

頻繁に足を運んでいただけるリピー

ト利用者も多くいらっしゃいます

が、一方で、イベントや講座等を通

じ、幅広い市民の方に図書館の利用

が浸透してきているものと感じてお

ります。多様化する利用者のニーズ

に合致した図書館サービスを提供す

るためには、今後、人員と予算の確

保がますます重要となってまいりま

すが、貸出し等の自動化など、ＩＣ

Ｔ環境の整備による業務の省力化や

電子図書館の拡充を図るとともに、

図書館サポーターなど、図書館運営

に御協力いただける市民の皆様や企

業にも支援いただきながら、魅力あ

る図書館となるように努めてまいり

ます。 

 次に、今後の図書館運営について

でございます。 

 直営、指定管理者による運営に

は、双方共にメリット、デメリット

がございますが、図書館は生涯学習

及び地域の情報拠点の役割を担って

おり、小中学校や他の教育機関との

連携を推進しておりますことから、

現段階では指定管理者制度の導入の

予定はございません。 

○議長（田窪秀道） 仙波憲一議

員。 

○２５番（仙波憲一）（登壇） 希

望的観測を申し上げるわけではあり

ませんけれども、やはり片一方でデ

ジタル、片一方でアナログというの

は、その両方を一緒にすればもっと

進むんじゃないかなというふうには

思いますし、何となく薄暗い、古臭

いという感覚もいたしますが、特に

そういう意味では職員の配置もそう

ですし、いろいろな問題があるんだ

ろうなと思いながら見させていただ

きましたけれども、その辺をなるべ

く早いうちに解消していただいて、

市長にもその辺を十分お願いして、

どこがどう悪いかとか、もう誰が見

ても分かるものは早く直していただ

きたいというふうに思います。 

 これは本当は質問をしようと思っ

たんですけど、あまり重箱の隅ばか

りつついていたらまた言われますの

でもうやめますが、ぜひそういうふ

うに前向きにやっていただきたいと



いうことを申し上げておきます。 


